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(本 論 文は1999年6月6日EI本 大 学芸術学部 で行

われた第47回 舞 踊学 会でのシ ンポジウムで発表 し

た内容 をまとめた ものである。)

Ballet daction (Ballet en action) 1は、十八世紀後

半Hilverding、 Angiolini、 Noverreら に よって提唱

されたバ レエ改革運動 で、その定義 は 「演劇 とし

ての形態 を持 つ ように構 成 され、ス トー リーを展

開する ように構想 され…台本 、音 楽、振 り付 け、

舞台装飾の完全な統 合を 目指 した」2バ レエである。

この ような演劇性 の実現 に不可 欠の感情 や思考 の

表現のため に、パ ン トマ イムが大幅 に取 り入れ ら

れてい る。十六世紀の宮廷 バ レエの成立以来次 第

に整備 、洗練 されて きた クラシ ック ダンスのpas

の 上 に、パ ン トマ イムに よる言語 的な意味表現 を

結合 しようとした試みである と言 え よう。

 意 味伝達 を文字や音 声に よるverbalな 手 段 に代

えて身体表現だけで行 うとい う欲張 った試 みが 、

Ballet d'actionの 実 作においてほん とうに成功 した

のか とい う問いは、言語表現 の本質に関わる問題

として興味深い。今 日上演可能 なBallet d'actionの

作 品が皆無であ ることか らこの ことの直接 の検証

は難 しいが3、次の ような事実 を裏付けにある程度

の推測 はで き、結論 を言 えばやは り完全には成功

していない と言わ ざるをえない。第一 に後で述べ

るよ うにNoverreもAngioliniも 印 刷 した プログラ

ムを用い て創作の意図や筋の流れ を説明 している

こ と、第二 に舞台上 に文字 を表示するいわゆる メ

ネテケルを用いてい ること4。また今 日残 っている

Ballet d'actionの 舞 台画 (図版1) 5を 見 る と、踊 り

手 の身振 りが極端 に誇張 されてい るとい う印象 を

受 ける。画家 による誇張 もあ ろうが、観衆が大げ

さな身振 り表現 にBallet d'actionの 特 徴 を見 てい

たこ とはた しかで あろう。 この ようないわば不 自

然 さの印象 か ら、Ballet d1actionの パ ン トマ イム表

現 が個 々の意味 内容 に対応 した離節的 なものであ

り、舞 台の時 間進行 との有機的 な結 びつ きに不十

分な点 があったのではないか と予想 され る。

 と ころでBallet d'actionに 直 接 先立 つ舞 台芸 術

の ジャンル としてOpera-Balletが あ る。Rameauの

Les Indes galantes (1735年 初 演) は 、 Opera-Ballet

最 盛期 の代表 的な作 品 として有 名で あるが 、序幕

以下 『寛容 な トル コ人』 『ペ ルーの インカ人』『花、

ペ ル シャの祭 り』 『野蛮 人』 とい う4つ のEntree

が 続 く。

 こ の うちBallet d'actionと の 関連 で特 に注 目 さ

れるのは 『寛容 な トルコ人Le Turc genereux』で あ

る。 とい うの もHilverdingに よ る全 く同 じタイ ト

ル と内容のバ レエが1758年Wienで 上 演 されてい

るからで ある。彼 は1735年 か ら37年 にか けてパ リ

に留 学 して お り、こ の と きRameauの乙Les Indes

galantesを 見 た もの と思われ る6。 このHiliverding

のバ レエで興味深 いの は、OPera-Balletと い う歌唱

と舞踊 を組 み合 わせ た形 態 にお いて歌 詞 とい う

verbalな 手 段 で実現 されてい た意味伝 達機能が 、

パ ン トマイムによって どのように代替 されている

か とい う点 である。

トルコ人Osmanが 、嫉妬 にか られて自分 の奴隷

Val6reを 怒 りつ け ようとしてVal6reが 昔 の恩 人で

あ る こ とに気 づ く クラ イ マ ック ス の瞬 間 は、

Osmanの 内面 に起 こったこ との意味 を表情 の変化

や身振 りに よって観客 に伝 えるために、パ ン トマ

イムが最大 の効 果を もって用い られた場面 であろ

うと推 測 されるが、 この直前 の光景 、Osmanが

Val6reとEmilie (Valereと 同郷 の女奴隷) を難詰

している場面の舞 台画が残 ってお り (図版2)7、

そ れぞれの登場人物の身振 りか らは非難 、取 りな

し、嘆願、屈服 といった内容 が明瞭に読 み とれる。

また踊 り手 たちの四肢 や頭 の ラ イ ンが舞 台の 向

か って右上か ら左 下へ対角線 上に配 された ダイナ

ミックな構 図が印 象的 で ある。 こう した個 々の

フォー メー シ ョンの入れ替わ りに よって舞 台が進

行す るところにHilverdingの 舞 台の特徴 を見 るこ

とがで きる。

他 の作 品 も例 に とってBallet d'actionの 特 質 を

見てみ よう。

Angioliniの 作 品 にVoltaireの 悲 劇 をバ レエ化 し

た『セ ミラ ミスSemiranis』(1765年 初 演) が あ る。こ

の作 品 にはAngiolini自 身 が著 した解説 が残 って

お り8、夫 を殺 したバ ビロ ンの女王Semiramisが 居

眠 りをす る場面 (第1幕) で 、 夢の中 に現れた夫
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の亡霊 におのの く彼女 の恐怖 の感情 を、その身振

りか ら観客が感 じ取 れるよ うに意 図 したこ とが述

べ られている。女王 の恐怖 の原 因を知 らない他 の

人物 たちの態度 と亡霊 によってひ とり死へ と引 き

込 まれてい く予感 にお びえるSemiramisの 態 度 の

コ ン トラス トがパ ン トマイムによって効果的 に表

わ され、ここか ら実 の息子 によって彼女が復讐 さ

れる悲劇 の結末 まで舞台が 緊張感 を持 って進 んで

い く。Angiolini自 身 の言葉 によれば、このバ レエ

は 「生 き生 きとして、興味深 く、常 にひ とつ の目

標 を 目指 して 進 行 す る一 個 の 完 結 した動 き

(Aktion) を形 成 してお り、…筋 の運 び を妨 げ舞

台上 の活動 を気 の抜 けた もの に して しま うエ ピ

ソー ドは排除 されている」9のである。

Noverreの 作 品 『アガ メムノ ンの復讐Der gera-

chte Agamemnon』(1771年 初 演) は有 名 な ミュケー

ネ王 家の物語 をNoverre自 身が台本化 した もので、

これ も夫Agamemnonを 殺 した妻Klytamnestraが

実 の息子Orestに よ って復 讐 され る とい うス トー

リ ー で あ る。 トロ ヤ 戦 没 を 終 え て 帰 還 し た

Agamemnonを 迎 える場面 にお ける、夫 の留守 中に

不 貞を働 いたKlytamnestraの 内 心の葛藤 を隠 した

追従 的なそぶ りや、最後 の場面 で自分 を殺害 しに

来たのが実の息子 である と気づ くKlyt amnestra、

逆 に実 の母親 を殺 したこ とを知 り狂気 に追 い込 ま

れてい くOrestの 姿 などに、パ ン トマイム技法 の効

果 的な使用が あった もの と推測 される。

以上 の例 による考察 か ら、Ballet dactionの 特 徴

を次 のよ うにま とめるこ とが で きよう。

Ballet dactionで はOpera-Balletに 特 徴 的な各Ent-

eeを 空 間分類 で並列す る舞台構成 に変 わって、時

間進行 を強 く意識 したス トー リーの展 開が構成原

理 となっている。 そ してパ ン トマ イムはその時 間

進行 の決定 的な位置 に効果 的に用 い られ、時 間を

推進す る動力 の役 目を担 っている。 しか し個 々の

要素 (パ ン トマ イムの個 々の動作、舞台上 のフ ォー

メーシ ョン) が それぞれに意味 を与 え られ、時 間

軸 に沿って配 され、それ らの連携 に よって舞 台内

の時 間が進行す る とい う、いわば要素構成 主義 的

な手法 を とってお り、また題材 の多 くが ギ リシャ

神話 のよ く知 られたス トー リーの敷術 であるこ と

か ら、表現者 としての踊 り手 はパ ン トマイムによ

るス トー リーの解釈者 であるに とどま り、自 らの

内発 的な感情 の発露 としての身体表現 には至 って

いない とい う限界 を指摘 で きよう。
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